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凡　例
１ 本書は、平成24年（2012）12月21日（金）及び22日（土）に、平城宮跡資料館講堂において開催した「遺跡等マネジメ

ント研究集会（第２回）『パブリックな存在としての遺跡・遺産』」（以下、「研究集会」という。）の成果を取りまとめ
た報告書である。

２ 「研究集会」は、「遺跡等の保存管理・整備等に関する調査研究」の一環として、奈良文化財研究所の文化遺産部遺跡
整備研究室が企画・主催し、小野健吉・平澤毅・青木達司が担当した。参加者は、地方公共団体職員・研究者・実務
者のほか、遺跡等保護の関係者など、100名余りであった。

３ 本書において、研究報告については平成25年度に執筆等を依頼したもので、新たに寄稿いただいた部分の所属等に
ついては平成25年（2013）12月時点のものとしているが、開催記録に該当する部分の所属等については「研究集会」
開催当時のままとした。

４ 本書は、「グラビア」、「Ⅰ．研究報告Ａ」、「Ⅱ．研究報告Ｂ」、「Ⅲ．資料Ａ」及び「Ⅳ．資料Ｂ」の５部構成とした。
５ 「グラビア」では、本書執筆者の協力を得て、遺跡・遺産とパブリックの興味深い関係を示す事例を掲載した。
６ 「Ⅰ．研究報告Ａ」では、講演・報告者によって「研究集会」における検討成果を踏まえつつ取り纏められた論考とと

もに、「研究集会」開催時に使われたプレゼンテーション画像の一部を収録し、「Ⅱ．研究報告Ｂ」では、「研究集会」の
主題に関連する新たな論考を収録した。

７ 「Ⅲ．資料Ａ」では、遺跡・遺産のパブリックに関連する国際会議・憲章等とその総括的解説を付与し、「Ⅳ．資料Ｂ」
では、「研究集会」開催の記録として、開催概要、参加者名簿のほか、「趣旨説明（12月21日）」、「討論ａ（12月21日）」、

「講演・報告の総括（12月22日）」、「討論ｂ（12月22日）」の記録を掲載した。なお、討論等の記録については、録音か
ら音声起こししたものを参照しながら、平澤毅がまとめ、各発言者の校閲を経たものである。各発言における言い回
し等については、その趣旨の変更を伴わない範囲で修正を加えた部分がある。また、このうち、「討論ｂ」については、
報告書の取りまとめに当たり、質問票を提出しつつも、討論に欠席された質問者に対して、討論の記録draftを送付し
て、新たに示されたコメントも付記した。

８ 巻末には、英文で、「研究集会」の摘要及び本書の目次を付した。
９ 「凡例」及び「開催成果について」（Ⅳ．資料Ｂ）の英訳及びジャネット・ピライ氏の英文論考の日本語訳については、

株式会社テクボウの協力を得た。なお、ジャネット・ピライ氏への寄稿依頼及びその論考内容の監修については張漢
賢氏の協力を得た。

10 本書の編集は平澤毅が行った。
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研究集会開催実績

■遺跡整備・活用研究集会（2006～2010年度）
第１回　平成19年（2007）1月25日（木）・26日（金）
　テーマ「教育面に関する活用」
第２回　平成20年（2008）1月25日（金）・26日（土）
　テーマ「遺跡の保存管理・公開活用と指定管理者制度」
第３回　平成21年（2009）1月30日（金）・31日（土）
　テーマ「埋蔵文化財の保存・活用における遺構露出展示の成果と課題」
第４回　平成22年（2010）1月28日（木）・29日（金）
　テーマ「遺跡内外の環境と景観　～遺跡整備と地域づくり～」
第５回　平成23年（2011）1月21日（金）・22日（土）
　テーマ「地域における遺跡の総合的マネジメント」

■遺跡等マネジメント研究集会（2011年度～）
第１回　平成24年（2012）2月16日（木）・17日（金）
　テーマ「自然的文化財のマネジメント」
第２回　平成24年（2012）12月21日（金）・22日（土）
　テーマ「パブリックな存在としての遺跡・遺産」

The Research Symposiums on Preservation and Utilization of Historic Sites
(Organized by Nara National Research Institute for Cultural Properties, from Fiscal 2006 to 2010)

1st January 25 Thu.- 26 Fri., 2007

 Utilization of the Archaeological Site from the Viewpoint of Education

2nd January 25 Fri.- 26 Sat., 2008

 Preservation and Utilization of Historic Sites, and the Specified Management System under the Local Autonomy Law

3rd January 30 Fri.- 31 Sat., 2009

  Current Issues regarding In Situ Exhibition of Archaeological Features from a viewpoint of  

Preservation and Utilization of Buried Cultural Properties

4th January 28 Thu.- 29 Fri., 2010

 Environments and Landscapes of Inside and Outside of Cultural Sites; Sites Management and Regional Promotion

5th January 21 Fri.- 22 Sat., 2011

 Comprehensive Management of Cultural Sites and Heritage

Management Research Symposium for Cultural Sites
(Organized by Nara National Research Institute for Cultural Properties, from Fiscal 2011)

1st February 16 Thu.- 17 Fri., 2012

 Management of Natural Heritage as Cultural Properties

2nd December 21 Fri.- 22 Sat., 2012

 Archaeological Sites and Cultural Heritage in Public
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